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(2) 行動の⫼景にある価್観 
 インタࣗࣅーをᐇした結果から抽出した、ࣁ

イパ࢛ࣇー࣐ーPM をᖹᆒ的 PM から㝿❧たせて

いるᅛ᭷の価್観を⾲ 5 に♧す。 
๓㏙の通り A 社の MFP/LP 事業における PM

のᶒ㝈は重㔞⣭PMから軽㔞⣭PMまでࡤらつき

がある。”目ᶆタ定”と”目ᶆᚲ㐩”で♧されたࣁイ

パ࢛ࣇー࣐ーPM の価್観は明らかに重㔞⣭ PM
のものである。これは、ࣁイパ࢛ࣇー࣐ーPM は

公ᘧに、あるいはᐇ㉁的に重㔞⣭ PM のᶒ㝈を᭷

していることを♧している。 
 

⾲ ーPM࣐ー࢛ࣇイパࣁ 5 の価್観 
項目 ㄝ明 

目ᶆタ定 ・プロジ࢙クトの QCD(Quality, 
Cost and Delivery)㐩ᡂはᙜたり

๓である。 
・PM は自分のᛮいとこだࢃりを

目ᶆとしてタ定すきである。 
目ᶆᚲ㐩 ・PM はあらゆる手ẁを用いてプ

ロジ࢙クトをᡂຌに向かってᑟい

ていくきである。 
・ᚲ要な場合はプロジ࢙クトの๓

ᥦ᮲件を見┤すことも可である。 
現場主⩏ ・PM は࣓ンバーから報告を受け

て‶足するのでは十分である。 
・現場にධり㎸ࢇで状ἣをᢕᥱす

 。きである
᪩ᮇỴ᩿ ・全な情報が集まってからุ᩿

するのはㄡでも出来る。 
・PM はある⛬ᗘの情報が集まっ

た時Ⅼで、自分の㈐௵でุ᩿す

きである。 
・たとえุ᩿が間㐪っていたとし

ても、┤ࡄに㌶㐨ಟ正すれࡤ、結

果的に᪩くၥ題はゎỴする。 
 
(3) 価್観のඖとなった⤒験 
どの価್観が、自分自㌟が࣓インࢇと  PM、

ࣈࢧ PM あるいはプロジ࢙クト・࣓ンバーを務め

た過ཤのプロジ࢙クトにおけるᐇయ験に基づい

ていた。 
 これは、異なるプロジ࢙クト間で、それぞれの

プロジ࢙クトで得られた知識のඹ᭷が十分に行

れていないことをᬯ♧している。本研究でᑗ来ࢃ

的に目指しているఝయ験によるPMコンࣆテン

 。ーの向上には十分なవᆅがあるࢩ
 
5. 結論 
5.1 PM コンࣆテンࢩーとそれらの⫼景のᥦ♧ 
 本研究では、事に基づき、PM コンࣆテンࢩー

とそれらの⫼景にある価್観およࡧそれらの価

್観のඖとなった⤒験についてᥦ♧した。 
 
5.2 ྵ意とᚋの方向性 
現ᅾ、本研究は㏵上にあり、本✏はその中間報

告である。 
本研究の目的は、PM コンࣆテンࢩーの向上に

よってࣁイパ࢛ࣇー࣐ーPM を⫱ᡂする方法論を

確❧し、業の➇தຊをᙉ化することである。こ

れが本研究のᐇ務的ྵ意となる。 
ᚋは、ࣁイパ࢛ࣇー࣐ーPM のయ験ㄯを PM

ᩍ⫱用の事としてᩚഛし、ఝయ験による PM
コンࣆテンࢩーの向上のຠ果を᳨ドするアクࢩ

ࣙン・リࢧーチをᐇする。 
 上グの活動を通して、コンࣆテンࢩーの向上に

ついての理論的ࣔデルを確❧する。これが本研究

の理論的ྵ意となる。 
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